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①本書の取り扱いについて 
本書はガラス用ｸﾘｱ ｺｰﾃｨﾝｸﾞ剤GLC-1を施工するに当たっての最も基本的な指導書です。 
 （１）現場施工責任者は、作業を始める前に必ず本書に準じて、作業者へ施工指導を行って下さい。 
 （２）本書は紛失しないように現場施工責任者が責任を持って管理して下さい。 
 
②現場施工責任者の役割について 
 （１）現場施工責任者は、日々の作業全体の流れを常に把握し、各工程の作業方法を本マニュアルに 
   基づいて作業者に指示・指導し、工程表に添ってチェック、管理を行って下さい。 
 
 （２）現場の事前確認 
  ・施工現場には必ず施工前に行き、他工事の進捗状況、作業条件等を確認して下さい。 
  ・窓ガラス用ｸﾘｱ ｺｰﾃｨﾝｸﾞ剤は他の工事が並行する時は、基本的には、他の工事が終わった後の塗装工事 
   となります。 
 
 （３）安全管理 
  ・保護マスク、帽子、保護メガネ、長袖、長ズボン、安全靴、保護手袋等を着用して施工して下さい。 
  ・危険や身体の異常を感じた場合責任者に報告し作業を中止して下さい。 
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はじめに 



注意事項 
～窓ｶﾞﾗｽの取り扱いについて～ 

●適用可能なガラス 

 ・適用可能面は、室内側です。 

 ・表面加工(ｺｰﾃｨﾝｸﾞ、ﾌｨﾙﾑ)や凹凸のついたガラスは施工対象外です。 

 ・型板・熱線反射・熱線吸収・網入りガラスには熱割れの可能性がありますので施工は出来ません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ガラス面の状態 

 ・事前にｶﾞﾗｽ面にｷｽﾞやﾜﾚ等の異常の有無を確認して下さい。 

 ・ｷｽﾞやﾜﾚ等の異常が見つかった場合、事前に施主に確認頂くようにして下さい。 

 ・可能であれば表面からだけでなく裏面からも確認して下さい、事情により夜間に施工する場合は 

   見落とし易いので注意して下さい。 
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◆フロートガラス （ペアガラスも可） 

最も一般的は透明の板ガラス 

◆強化ガラス（ペアガラスも可） 

板ｶﾞﾗｽを加熱、急冷して強度を高めたｶﾞﾗｽ 

◆型板ガラス・曇りガラス 

 板ガラスの片面がザラザラしている 

 不可視のガラスです。 

 

◆熱線反射ガラス・熱線吸収ガラス 

 ガラス表面に金属酸化物を 

 焼き付けてあるガラスです。 

◆網入りガラス 

 ガラスの中に、金網、又は金属線を 

 封入したガラスです。 



注意事項  
～施工環境について～ 

●施工にあたって 

 ・施工時は窓ｶﾞﾗｽ周囲の荷物が水や洗剤等で汚れないように移動するか、養生して下さい。 

 ・塗料は有機溶剤を含んでいますので、施工は換気の良い状態で行って下さい。 

 ・換気状態が悪いと、施工後2～3日間、溶剤臭が残る場合がありますので十分に換気を行なって下さい。 

●適用環境 

※施工は図の適用環境範囲内で行って下さい。 

  ・温度5～30℃・・・温度が高いと外観不良の原因となります。 

  ・湿度70％未満・・・高湿度下では白化することがあります。 

  ・施工当日、降雨、降雪が予想される環境下では施工しないで下さい。 

※施工時の環境が図の適用環境下でも結露が想定される環境下では 

  施工しないで下さい。 

  ・施工時や施工翌日に施工面が結露し水滴がつく環境。 

  ・施工は午前中から昼方にかけて行って下さい。 

  ・夕方から夜の施工は温度変化が激しく、また傷や仕上がりが 

   確認できませんので施工は避けて下さい。 

  ・冬場の施工時には、暖房を使用しないで下さい。 

※外観不良や白化した際は、直ちに施工を中止し塗料をGLCシンナー 

  で拭き取って下さい。 
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例）急激に気温が低下する環境下で
は結露が発生します。 

適用環境 



注意事項 
～塗料の取り扱いについて～ 

●塗料の取り扱いについて 

  ・施工に必要な量の塗料を容器から取り出した後は、容器の口に付いた塗料を拭き取り、蓋をして下さい。 

  ・施工後余った塗料は、容器に戻さないで廃棄して下さい。（ｺﾞﾐ、ﾌﾞﾂの原因になります）  

  ・塗料の保管時は密閉し、直射日光の当たらない冷暗所に保管して下さい。 

  ・塗料は使用期間内（製造日より６ヶ月）に使用して下さい。 

 

 

 

●応急処置 

 ・皮膚に付着した場合は、多量の石鹸水で洗い落とし、痛み又は外観に変化があるときは、医師 

  の診断を受けて下さい。 

 ・目に入った場合は、直ちに多量の清水で１５分以上洗い、できるだけ早く医師の診断を受けて 

  下さい。 

 ・揮発成分を吸い込んで気分が悪くなった場合に、空気の清浄な場所で安静にし、必要に応じて 

  医師の診断を受けて下さい。 

 

詳細な内容は安全ﾃﾞｰﾀーｼｰﾄ(MSDS)を参照下さい。 
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 （ﾛｯﾄ№について）  LOT No. ３C－○○○○ 

 1・・・2013年（西暦の末尾数字）  C・・・3月（1月よりA、B、C） ○○○○・・・製造通し№ 



コーティング仕様 

施工（対象）面 室内側 

特徴 遮熱・断熱・UVカット機能を持つクリア膜 

品番 ｶﾞﾗｽ用ｸﾘｱ ｺｰﾃｨﾝｸﾞ剤 GLC-1 

液性 溶剤系（1液） 

塗装方法 ローラー塗装 （固定ローラー） 

塗布量 約20 ml / m2 

前処理 洗浄 → 油膜除去 → 拭取り 

乾燥 常温乾燥（完全硬化7日 20℃） 

洗浄溶剤 GLCシンナー (1.0L入り) * 

保管 冷暗所保存（製造日より６ヶ月） 

塗り坪（荷姿） 15㎡用（0.3㎏入り） 
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*GLCｼﾝﾅｰは窓ｶﾞﾗｽ洗浄(P12)や用具の洗浄時に使用します。 

(塗料は希釈の必要はありません) 



施工手順 概略 
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洗浄 

①洗浄 

 

ｶﾞﾗｽ表面の汚れ（砂ﾎｺﾘ、ｺﾞﾐ）を水洗いやｶﾞﾗｽ用洗剤を使って清掃します。 

②油膜除去 ｶﾞﾗｽ表面の汚れ（油脂、ﾔﾆ）を油膜除去剤を使って清掃します。 

③親水状態の
確認 

ｶﾞﾗｽ表面の洗浄度合いを水の濡れ具合（ﾊｼﾞｷ状態）で確認します。 

④養生 

 

塗料がｶﾞﾗｽ面以外に付着しないよう保護します。 

 

 

塗装     

⑤ローラー塗装   ﾛｰﾗｰを使用し窓ガラスに塗装を行います。 

⑥外観不良と 

    修正方法 

塗装後の仕上がり状態を確認します。 

⑦乾燥 

 

仕上がりに問題が無ければ塗膜を乾燥させます。 

※施工中は換気を良くし、保護具を着用して作業して下さい。 



施工に必要な道具 
洗浄に必要な道具 

 ﾊﾞｹﾂ・雑巾  油膜除去剤  ｽﾎﾟﾝｼﾞ  ｽｷｰｼﾞ 洗剤（中性洗剤）  吸水ｽﾎﾟﾝｼﾞ 

洗浄に必要な道具                   塗装に必要な道具 

ｵｰﾋﾞﾀﾙｻﾝﾀﾞｰ 
写真はﾘｮｰﾋﾞ(株)製 

ﾐﾆｻﾝﾀﾞ―S-550M 

ｾﾘｳﾑﾊﾟｯﾄﾞ 

写真は（株）光陽社製
ｶﾞﾗｽﾎﾟﾘｯｼｭ 

ﾋﾞﾆｰﾙﾏｽｶｰ 

ﾏｽｷﾝｸﾞﾃｰﾌﾟ、ﾊｻﾐ 

 篩（ふるい） 

(目開き20～40μm） 

はかり、計量ｶｯﾌﾟ 

 

ﾛｰﾗｰ 一式 

その他 

 温湿度計   ｳｴｽ   ﾒｼﾞｬｰ   保護具 

9/20 



①洗浄 
窓ｶﾞﾗｽ表面の汚れ（砂ﾎｺﾘ、ｺﾞﾐ）を水洗いやｶﾞﾗｽ洗剤を使って清掃します。 

・窓ｶﾞﾗｽの汚れの状態と共に傷の有無を確認して
下さい。 

※傷が見つかった場合は施主に確認を行って下さ
い。 

 

・洗浄時は、水や洗剤がｶﾞﾗｽ面以外に付着しない
ようにﾋﾞﾆｰﾙﾏｽｶｰやﾏｽｷﾝｸﾞﾃｰﾌﾟで保護します。 

 

※砂ﾎｺﾘやｺﾞﾐが付着していると、後の工程でｶﾞﾗｽ
を傷つけたり、外観不良の原因となります。 

 

※ｶﾞﾗｽ周辺の荷物等は移動させるか、汚れないよ
うに保護して下さい。 
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必要な道具 

周辺が汚れないように保護して下さい。 



          ②油膜除去 
   ｶﾞﾗｽ表面の汚れ（油脂、ﾔﾆ）を油膜除去剤を使って清掃します。 

・少量の水を含ませたｽﾎﾟﾝｼﾞに油膜除去剤を付け 

ﾊｼﾞｷがなくなるまで磨いて下さい。 

 

・特に汚れのひどい所は油膜除去剤のなじみが悪くﾊｼﾞ
ｷやすいので油膜除去剤がなじむまで磨きます。 

 

・作業後、数分で油膜除去剤が乾燥し粉状になりますの
で、ｳｴｽを使って拭き残しがないよう拭き取りを行います。 

＊油膜除去が不十分だと外観不良（ﾊｼﾞｷ）や付着 

  性低下の原因となります。 

・ｵｰﾋﾞﾀﾙｻﾝﾀﾞーを使用する場合は取り扱い説明書をよく
読み、ｶﾞﾗｽに傷をつけないよう十分に注意して下さい。 

 
■推奨油膜除去剤 ＜PRO STAFF社製 キイロビン＞ 
ﾎｰﾑｾﾝﾀｰ、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ販売、ｶｰ用品店にて入手可能。 

また、同様の成分、用途のものでも代用できます。 
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成分 酸化セリウム 

液性 水性（中性） 

用途 自動車用窓ガラス及びガラス製
ミラーの油膜取り、洗浄 

乾燥後、拭き取ります。 

油膜除去剤がはじく部位を磨きます。 

必要な道具 



③親水状態の確認 
ｶﾞﾗｽ表面の洗浄状態を水の濡れ具合（ﾊｼﾞｷ状態）で確認します。 

・きれいな水を含ませたｽﾎﾟﾝｼﾞを絞ってｶﾞﾗｽ表面を
擦り、水の濡れ具合を確認します。 

 

・洗浄不足の場合、水がﾊｼﾞｷますので、再度、油膜
除去を行います。 

＊洗浄が不十分な状態（ﾊｼﾞｷ）で施工した場合、 

外観不良（ﾊｼﾞｷ）や付着性低下の原因となります。 

 

・親水状態（水がﾊｼﾞｶない）の確認後、ｶﾞﾗｽ表面（施
工部）に残っている、水分をｽｷｰｼﾞやｳｴｽを使って
拭き取ります。 

また、洗浄時に使用したﾋﾞﾆｰﾙﾏｽｶｰやﾏｽｷﾝｸﾞﾃｰﾌﾟ
を剥がします。  

＊水が残っている状態で施工した場合、白化の原
因になります。 

 

・洗浄の仕上げにGLCｼﾝﾅｰを含ませたｳｴｽで、ｶﾞ
ﾗｽ表面を拭きます。 
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洗浄OK（親水性） 

洗浄不十分（ﾊｼﾞｷ） 

必要な道具 



 ④養生 
塗料がｶﾞﾗｽ面以外に付着しないように保護します。 

・養生はｻｯｼ、ｼｰﾘﾝｸﾞ材を完全に覆い、ﾃｰﾌﾟは窓ｶﾞﾗｽへ約
２㎜程度はみ出すように貼り付けて下さい。 

（ｼｰﾘﾝｸﾞが完全に保護できていなかったり、ﾃｰﾌﾟの接着が
不十分な場合、塗料の成分がｼｰﾘﾝｸﾞ材（特にｼﾘｺｰﾝ系）を
溶かし外観不良に繋がる可能性があります） 

 

・鍵部やﾊﾝﾄﾞﾙが付属している窓ｶﾞﾗｽは、鍵やﾊﾝﾄﾞﾙを脱着
するか、ﾋﾞﾆｰﾙﾏｽｶｰで保護して下さい。 

 

13/20 

必要な道具 

ﾊﾝﾄﾞﾙ 鍵部 

ｶﾞﾗｽ面以外を保護 

窓ｶﾞﾗｽ 

ｻｯｼ 

ｼｰﾘﾝｸﾞ材 

約2㎜ 

塗装するｶﾞﾗｽ 

養生するｶﾞﾗｽ 

・左図のような連続ｶﾞﾗｽを塗
装する際は、塗装ｶﾞﾗｽの上
段、もしくは下段もﾏｽｷﾝｸﾞし
て下さい。 



⑤-1 ローラー塗装 
塗装の流れについて 

〈確認事項〉 

施工する窓ｶﾞﾗｽの大きさ（面積）、枚数から、塗料の使用量を算出します。 

事前に必要な塗料使用量を計算することで無駄なく効率的に作業ができます。 

 

      

         

      

           

 

〈施工の流れ〉 

塗装はｶﾞﾗｽ1枚づつ行います。（ 塗装 → 仕上がり確認 → ＜修正塗装＞ → 次のｶﾞﾗｽ塗装 ） 

  

 

(例)ｶﾞﾗｽ1枚あたりの塗料使用量 
□□㎡（面積） × 約２０ｍｌ／㎡  （塗料使用量）  ＝☆☆ｍｌ（1枚あたりの使用量） 

☆☆ｍｌ  （1枚あたりの使用量） × ◎◎枚 （施工枚数） ＝ ▲▲ｍｌﾄｰﾀﾙ塗料使用量 

＊ﾛｰﾗｰに含ませる塗料が少ないと、外観不良（ｽｼﾞ）や本来の断熱性能が発揮されない場合があります。 

 また逆にﾛｰﾗｰに含ませる塗料が多すぎると、不良（ﾀﾚ）等の原因になる場合があります。 

(例）  

■1枚目の塗装時 

※1枚目の塗装は、☆☆ｍｌ（使用量）＋約１０ｍｌ（塗装後ﾛｰﾗｰに残る量）を含ませて下さい。 

→ 塗装 → 仕上がり確認 → ＜修正塗装＞ → 次のｶﾞﾗｽ塗装      
 

■2枚目以降の塗装時 

2枚目以降の塗装は、☆☆ｍｌ（使用量）を含ませて下さい。 

→塗装 → 仕上がり確認 → ＜修正塗装＞ → 次のｶﾞﾗｽ塗装  

必要な道具 

塗装中は換気を良くして下さい。（通気性の悪い環境下での作業は避けて下さい。） 

14/20 



⑤-2 ローラー塗装 
窓ガラスへの塗装の準備を行います。 
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〈塗装手順〉 

①ローラーを準備します。 

 ・ｽﾄｯﾊﾟｰ付きのﾛｰﾗｰﾊﾝﾄﾞﾙでﾛｰﾗｰが回転しないように固定し塗装して下さい。 

 ・塗料はﾛｰﾗｰ片面だけに含ませて使用します。 

②塗料を準備します。 

 目開き20～40μm（＃400ﾒｯｼｭ程度）の篩（ふるい）を使用し塗料をろ過します。 

 必要な量だけ ろ過をして、ろ過した塗料は、ふたをしてｺﾞﾐが入らない用にしてください。 

 
■推奨ﾛｰﾗｰ  無泡ﾛｰﾗｰ 

＜大塚刷毛製造株式会社製＞  
ﾎｰﾑｾﾝﾀｰ、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ販売にて入手可能。 

また、同用途のものでも代用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

塗装中は換気を良くして下さい。（通気性の悪い環境下での作業は避けて下さい。） 

必要な道具 

適応塗料 溶剤系塗料適応 

ｻｲｽﾞ 6inch 

毛丈 12㎜ 

特徴 泡、抜け毛が少ない 

ｽﾄｯﾊﾟｰ付き 

ﾛｰﾗｰを根元まで差込み回転 

しないように固定します。 

■推奨ﾛｰﾗｰ2 ｳﾚﾀﾝくん 
＜大塚刷毛製造株式会社製＞ 

ｶﾞﾗｽとｻｯｼ部が狭く無泡ﾛｰﾗｰが入り
こまず塗装が困難な場合は径の細
いこちらを使用して下さい 

適応塗料 溶剤系塗料適応 

ｻｲｽﾞ 6inch 

毛丈 6㎜ 

特徴 泡、抜け毛が少ない 



〈塗装方法〉 配り工程 → 仕上げ工程の順に塗装します。 

●塗料をローラに含ませた後はすぐに塗装を開始して、速やかに作業を完了させてください。 

塗装時は塗料がﾛｰﾗｰから染み出ない程度の力でｶﾞﾗｽ面に押しつけ塗装してください。 

 ローラーを動かすスピードは１秒あたり50ｃｍ～1ｍ程度を目安としてください。 

 １人(回)の塗装は上限2.0㎡を目安に塗装してください。 

●ﾛｰﾗｰの運行方向について 

 ①配り工程 

  上から順に横方向（左右交互）に塗料を窓ガラス全体に伸ばしていきます。 

  ※配りが終わったら直ちに②仕上げ工程に移ってください。 

 ②仕上げ工程 

  上から下に一気に塗料を伸ばしていきます。  

  ※途中でﾛｰﾗｰを止めると跡が残り、外観不良の原因になります。 

●ﾛｰﾗｰの塗り重ね幅について 

  塗装は約５cm重ねて塗っていきます。 

●塗装後直ちに仕上がり外観を確認し、必要であれば補修を行って下さい。 

①配り工程 ②仕上げ工程 

1 

2 

3 

4    5    6 

塗り重ね幅 

約５cm 

約５cm 

直ちに次の工
程に移ってく
ださい 

⑤-3 ローラー塗装 
窓ガラスへの塗装を行います。 

ローラ速度 約50ｃｍ～1ｍ/秒 16/20 



⑤-4 ローラー塗装 
大きい窓ガラス（2.0㎡以上）への施工例 

〈例1〉縦2000mm×横1000mm（2㎡）の場合 

   使用量の半分程度の塗料をﾛｰﾗｰに含ませ、窓ガラスの半分～3分の2程度まで塗料を配る。 

   残りの塗料をﾛｰﾗｰに含ませ、通常の工程で施工を行う。 

 

      

         

 

 

 

      

〈例2〉縦1500mm×横2000mm（3㎡）の場合、2人で同時に施工を行う。 
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⑥外観不良と修正方法 
塗装後、外観を確認し、不良がないか確認して下さい。 

不良があれば直ちに補修をおこなって下さい。 

18/20 

  ﾀﾚ 塗り残し ｽｼﾞ ﾊｼﾞｷ 白化 

不良 

 

 

 

 

原因 

 

ﾛｰﾗｰへの塗料付着量
が多い 

ﾛｰﾗｰの押し付け過ぎ 

ﾛｰﾗｰの重ね幅があ
っていない 

ﾛｰﾗｰへの塗料付着
量が少ない 

温度が高い 

窓ｶﾞﾗｽの洗浄不足 湿度が高い 

施工面の結露 

洗浄時の水拭取り不足 

修正  

 

 

仕上げ工程の要領で
塗料を伸ばします。 

ローラーに塗料を少量（約5ml）含ませて、不良部を仕上げ工程の要
領で塗装します。修正できない場合は塗料を拭取り再度洗浄工程から
やり直して下さい。（剥離の際は、GLCｼﾝﾅｰを使用して下さい） 

修正は出来ません塗料
を拭取り施工を中止し
て下さい。 

1 

2 

補修部の塗装は、1回に留めて下さい。何度も塗り重ねると塗料が乾燥し、外観不良が発生する可

能性があります。また、直射時は特に塗料の乾燥が早くなりますので、補修を行う際は素早く行っ
て下さい。 



⑦乾燥 
仕上がりに問題が無ければ塗膜を乾燥させます。 

●塗装後、外観に問題が無ければ直ちにﾏｽｷﾝｸﾞﾃｰ
ﾌﾟを剥がします。 

※剥がす際、塗装面に触れないよう注意して下さい。 

※ﾏｽｷﾝｸﾞﾃｰﾌﾟ剥離部に塗装時に染み込んだ塗料や
剥離後、垂れ流れた塗料が付着している場合は、ＧＬ
Ｃｼﾝﾅｰを含ませ絞ったｳｴｽで拭き取りを行って下さい 

 

●塗装直後は若干青味を帯びぼやけて見えますが
約1時間程度で、指触乾燥に至り、透明な膜になりま
す。 

※指触乾燥までの時間は、季節（温度・湿度）によっ
て異なります。 

 

●塗装後2～3時間は、十分に換気を行って下さい。 

 

●施工後、1週間は塗膜に触らないで下さい。 

（施工後の注意は、P20 施工後の窓ｶﾞﾗｽの取り扱い
を参照下さい） 

 

●塗装直後 

 

 

 

 

 

 

 

 

●1時間後 
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若干青味を帯びぼやけて見えます。 

透明な膜になります。 



注意事項 
～施工後の窓ｶﾞﾗｽの取り扱いについて～ 

●施工後の取り扱いについて 

 施工責任者は、以下の注意事項を、施工依頼主様に必ずお伝え下さい。 

 ・施工後、1週間は、塗膜に触らないようにして下さい。 

  特に、ｶｰﾃﾝやﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞの開閉は注意して下さい。 

 ・窓ｶﾞﾗｽの清掃は施工1ヶ月以降に行って下さい。 

  施工面を清掃する時は、水を含ませた清潔な布や柔らかいｽﾎﾟﾝｼﾞを使用して下さい。 

  汚れの程度がひどい時は、ｶﾞﾗｽ洗浄用の中性～弱ｱﾙｶﾘ性の洗剤を使用して下さい。 

  強酸性、強ｱﾙｶﾘ性、研磨剤入り（ｸﾚﾝｻﾞｰ等）洗剤や溶剤は使用しないで下さい。 

 ・施工面に ｼｰﾙやﾃｰﾌﾟなどは貼らないで下さい。 
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不明瞭な点はお手数ですが下記まで問い合わせを御願いします。 

オキツモ株式会社  

ホームページ  http://www.okitsumo.co.jp   

 本社 塗料事業部 環境商品開発課 TEL ０５９５－６４－４１２４  

東京営業所 TEL ０３‐３９６１‐４７５１ 

名古屋営業所 TEL ０５２‐２５２‐２１９１ 

大阪営業所  TEL ０６‐６７８２‐２６４１ 


